病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和2年12月9日(火)　　　　　　　　　　　司会・記録：苅田　葉子
	松村
	木村
	佐々木
	新山
	苅田
	岩藤
	清川
	田口
	秋山

	深
	準
	○
	準
	○
	深
	○
	○
	休

	横町
	原子
	柴垣
	
	
	
	
	
	

	休
	○
	〇
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
なし
＜患者様情報＞
・松永　勘五郎様～10：00施設わくわくの郷へ退院しています。

・風穴　義信様～鼻汁・湿性咳嗽持続しておりPL顆粒3日分処方あ
・中村　寿昭様　沼端　恵子様　佐々木　悦子様～家族から差し入れ届いています。
・出河　攻様～本日靴が届いています。
・中村　与一郎様～14：10東病棟より転入となっています。
12/10インフルエンザワクチン接種予定。
　　　　　　　　　
＜要注目患者様＞
・井上　和美様～本日排便-2日目で、13時20分「お腹の調子が悪い」頓服薬希望あり、酸化マグネシウム2Ｔ服用しています。妄想発言やイライラ感等の訴えやトラブルなく過ごしています。
・風穴　義信様～鼻汁・咳嗽・嗄声あり、体温は36℃台で経過しています。歩行不安定さあるものの、ホールと自室の往復とトイレは自立で移動しています。
　　　　　　　　リハパン内に失禁あるが衣類汚染なし。食事は全量摂取出来ています。
・中村　寿昭様～悲観的な発言や不満の訴えなく過ごしています。午前中は他者と距離をとっている様子がありましたが、午後より転入してきた患者様と積極的に交流持たれています。
・伊藤　雄一様～疲労感や不調の訴えなく、バイタルサインも異常なく経過しています。

　　　　　　　　各プログラムは病棟内で行っています。
＜Ｄｒ金ケース検討、診察情報＞
・中野渡　鉄男様～困っている事については「ない」と、午前中は何に取り組まれたのかについては「塗り絵」と、これから何をするのかについては「買い物に行く。」と、全て短く答えている。表情は穏やか。
・井上　和美様～「ぎっくり腰、4回もやって歩けなくなった。」と言いながら入室される。体調については「冷えが強くてダメだ。いい薬ねえが？」と話される。捕食を摂取する様になってから便が出たとの事。主治医より買い物（院内売店）に行くのか問われると「うん、行くかな。野菜ジュースかトマトジュース買ってくるかなあ。」と話されている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・高橋　康満様～体調については「変わりないです。」と答える。主治医よりジュースを冷蔵庫から盗られた事をとわれると「そうです。時々盗られます。前に久保さん？という人からバナナ200本位盗られた事もあります。」と笑いながら話され、そのまま退室してしまう。物を盗られる事に対して特に気にされていない様子。
・小笠原　文人様～便秘については「変わりないです。いつもです。」と答える。前回の診察で訴えていた中村様とは、麻雀をしているとの事で、特にトラブルはない様子。困っている事については「耳がキーンと鳴ってます。ずっと前から…、片方の耳が聞こえなくなったりするんです。」との事。常時ある症状ではない事から、様子観察としている。
・十日市　利喜様～診察前に主治医へ、ＯＴで取り組まれている設計図を2枚見せる。診察時、主治医より設計図に取り組まれている事の評価を受けると笑顔見られている。「大工の仕事は25歳頃まで、7.8年やって後は青南で寝ていた。」と表情良く話されている。
・角濱　義弘様～体調については「先週と変わらずです。横になっている方が楽ですね。怠いって言うか、眠いって言うか、パッとしません。」と答える。外出希望（12/19　9:00～16:00）について、主治医より父様に会ってくるのか問われると「そうです。」と答える。今の状態で行けそうかとの問いには「様子を観て、行けそうにない時は、言いますから…」と話されている。やっても、やらなくても作業には足を運ぶ様に説明受けると「はい、分かりました。」と答える。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
・下斗米　悟様～体調については「変わらずです。」と答える。足りない物もないと言う。施設の体験利用ができる事については「知りませんでした。できるんですか？」と驚いている。21日～23日のどこかで1泊2日で利用できる事を説明すると了解されている。決定したら詳しく説明する事としている。臨時薬は、同内容で7日分処方となる。
＜転入患者様情報＞
・氏名：中村　与一郎様（なかむら　よいちろう）様
生年月日：昭和51年2月25日（44）

　　病名：統合失調症　
合併症：薬剤性パーキンソン症候群、不眠症、神経症性抑うつ状態、躁鬱病、神経症
　主治医：田名部Dr.

入院形態：任意入院

(入院までの経過）
　10代後半に独語、空笑、不眠、徘徊等を呈し発症、むつ総合病院精神科にて統合失調症の診断を受ける。H6年、H10年同院へ2階の入院歴あり(怠薬による症状再燃)。H11年8月退院後は当院への通院を継続し、青山荘、青風荘などへの入所を経て、H26年4月にGH「あおば」へ入所。以後、薬物療法継続にて明らかな幻覚妄想の再燃なく経過していた。
うみねこ幸房の仕事が合っていた様で意欲的に取り組んでいた。

Ｒ2年1月父様なくなったのを契機に、時折不眠を訴えるようになったが頓服薬で対応でき、

安定していた。Ｒ2年4月に叔父の具合が悪いことから、将来の不安を感じるようになり不
眠が悪化。気分高揚・多弁との症状も出現するようになった。世話人から、スマホゲーム

に課金する金額が増え、浪費傾向の存在が疑われると情報もある。前医への妄想から主治
医変更することや、デイケアや青明舎スタッフへの妄想・暴言もあった。Ｒ2年10月23日
現金がなくなったことから、ＧＨの住人や清青明舎・財団職員に対する妄想がさらに悪化

し、財団職員へエアガンを発射する行為がみられ、対応困難になったことから、主治医よ
り入院治療について説明受け本人同意され、東病棟Bユニットへ任意入院となっている。。
	


（備考）
・嗜好品自己管理。
・スマートホン使用許可（消灯後預かり）あり。

・電気カミソリ、携帯充電は預かり。

・洗濯は12月中は業者洗濯。
・作業療法・リハプロ　SST導入済み。
・不眠時・不安・不穏時・疼痛時の頓服あり。

・売店使用可10000円/月。
・通帳医事預かり。
・バッグ（現金61円、診察券、充電器コード、帽子）預かり。
・本人はアパートへの退院を希望しているが、主治医とキーパーソンの叔父は施設を薦め
ている。叔父はアパートの保証人になることは拒否している。
